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　　　次の各問いに答えなさい。

問１�　被子植物の細胞内には，多様な構造が観察される。被子植物の細胞内にみられる構造とその
特徴やはたらきに関する記述の正しい組合せとして最も適当なものを，次の①～④のうちから
一つ選びなさい。 １

構造 特徴やはたらき

① ミトコンドリア 解糖系において，光リン酸化による
ＡＴＰ合成が起こる。

② 液胞 紡錘体形成の起点となり，細胞分裂に関係する。

③ リボソーム １枚の生体膜からなる構造で，
タンパク質合成にはたらく。

④ ゴルジ体 タンパク質を小胞体から受け取って，
細胞外や細胞小器官に運ぶ。

１
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問２�　ある植物の細胞を，濃度の異なる３種類のスクロース溶液に十分に長い時間浸した。その変
化のようすを光学顕微鏡を用いて観察し，模式的に示したものが，次の図１－１である。図１－１
のＡ～Ｃのうち，原形質部分の浸透圧が最も高いもの，および発生している膨圧が最も高いも
のの組合せとして最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選びなさい。なお，スクロー
スは，細胞膜透過性がない物質である。また，細胞質と核を合わせて原形質という。

２

Ａ　　　　　　　　　　　　　Ｂ　　　　　　　　　　　　　Ｃ

図１－１

� 原形質部分の浸透圧が最も高いもの� 発生している膨圧が最も高いもの
①� Ａ� Ｂ
②� Ａ� Ｃ
③� Ｂ� Ａ
④� Ｂ� Ｃ
⑤� Ｃ� Ａ
⑥� Ｃ� Ｂ
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問３�　次の図１－２は，２本鎖ＤＮＡのうちの転写の鋳型として利用されるヌクレオチド鎖の塩基
配列である。この塩基配列の全領域がアミノ酸の指定に利用される場合（終止コドンが出現し，
それ以上アミノ酸が指定されない場合も含む），翻訳産物のアミノ酸配列として最も適当なも
のを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。なお，解答にあたっては，下の表１－１の遺伝
暗号表を参考にしなさい。 ３

３́ －ＡＧＴＣＴＧＧＣＴＣＣＡ－５́

図１－２

表１－１

２番目の塩基

Ｕ Ｃ Ａ Ｇ

１

番

目

の

塩

基

Ｕ

ＵＵＵ フェニルアラニン ＵＣＵ セリン ＵＡＵ チロシン ＵＧＵ システイン Ｕ

３

番

目

の

塩

基

ＵＵＣ フェニルアラニン ＵＣＣ セリン ＵＡＣ チロシン ＵＧＣ システイン Ｃ

ＵＵＡ ロイシン ＵＣＡ セリン ＵＡＡ 終止 ＵＧＡ 終止 Ａ

ＵＵＧ ロイシン ＵＣＧ セリン ＵＡＧ 終止 ＵＧＧ トリプトファン Ｇ

Ｃ

ＣＵＵ ロイシン ＣＣＵ プロリン ＣＡＵ ヒスチジン ＣＧＵ アルギニン Ｕ

ＣＵＣ ロイシン ＣＣＣ プロリン ＣＡＣ ヒスチジン ＣＧＣ アルギニン Ｃ

ＣＵＡ ロイシン ＣＣＡ プロリン ＣＡＡ グルタミン ＣＧＡ アルギニン Ａ

ＣＵＧ ロイシン ＣＣＧ プロリン ＣＡＧ グルタミン ＣＧＧ アルギニン Ｇ

Ａ

ＡＵＵ イソロイシン ＡＣＵ トレオニン ＡＡＵ アスパラギン ＡＧＵ セリン Ｕ

ＡＵＣ イソロイシン ＡＣＣ トレオニン ＡＡＣ アスパラギン ＡＧＣ セリン Ｃ

ＡＵＡ イソロイシン ＡＣＡ トレオニン ＡＡＡ リシン ＡＧＡ アルギニン Ａ

ＡＵＧ メチオニン ＡＣＧ トレオニン ＡＡＧ リシン ＡＧＧ アルギニン Ｇ

Ｇ

ＧＵＵ バリン ＧＣＵ アラニン ＧＡＵ アスパラギン酸 ＧＧＵ グリシン Ｕ

ＧＵＣ バリン ＧＣＣ アラニン ＧＡＣ アスパラギン酸 ＧＧＣ グリシン Ｃ

ＧＵＡ バリン ＧＣＡ アラニン ＧＡＡ グルタミン酸 ＧＧＡ グリシン Ａ

ＧＵＧ バリン ＧＣＧ アラニン ＧＡＧ グルタミン酸 ＧＧＧ グリシン Ｇ

①　セリン－アスパラギン酸－アルギニン－グリシン
②　セリン－ロイシン－アラニン－プロリン
③　トリプトファン－セリン－グルタミン－トレオニン
④　トレオニン－セリン－バリン－終止
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問４�　炭素源としてグルコースのみを含む培地で培養されていた大腸菌を，炭素源としてグルコー
スを含まず，ラクトースのみを含む培地に移した。このとき，大腸菌のラクトースオペロンで
みられる調節として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 ４

①　遺伝子発現の抑制にはたらく調節タンパク質（リプレッサー）が，合成されなくなる。
②�　遺伝子発現の抑制にはたらく調節タンパク質（リプレッサー）が，オペレーターに結合す
るようになる。

③　ＲＮＡポリメラーゼが，合成されるようになる。
④　ＲＮＡポリメラーゼが，プロモーターに結合するようになる。

問５�　ショウジョウバエの初期発生では，ビコイドタンパク質やナノスタンパク質が重要なはたら
きを果たす。次の図１－３は，ビコイドタンパク質とナノスタンパク質の情報をもつｍＲＮＡ，
およびビコイドタンパク質とナノスタンパク質の分布を示したものである。ショウジョウバエ
の初期発生における遺伝子発現と体軸の決定に関する記述として最も適当なものを，下の①～
④のうちから一つ選びなさい。 ５

����

����の濃度勾配（未受精卵）

����
ビコイド ナノス

↑
濃
度

タンパク質の濃度勾配（受精卵）

ビコイド
タンパク質

ナノス
タンパク質↑

濃
度

図１－３

①�　ビコイドｍＲＮＡは雌親が卵を形成するときにつくられ，ビコイドタンパク質が多い方が
受精卵の後部となる。

②�　ビコイドタンパク質は受精後につくられ，ビコイドタンパク質が多い方が受精卵の前部と
なる。

③�　ナノスｍＲＮＡは雄親が精子を形成するときにつくられ，ナノスタンパク質が多い方が受
精卵の後部となる。

④　ナノスタンパク質は受精後につくられ，ナノスタンパク質が多い方が受精卵の前部となる。
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問６�　植物の花芽形成における光周性に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか
ら一つ選びなさい。 ６

①　長日植物は，夜間の長さよりも昼間の長さが長くなると花芽を形成する。
②　短日植物は，昼間の長さよりも夜間の長さが長くなると花芽を形成する。
③�　12 時間の明期・12 時間の暗期の明暗周期で植物を栽培すると，花芽を形成するのは中性
植物のみである。

④�　日本において自然の日長条件で栽培すると，長日植物は春から初夏にかけて花芽を形成し，
短日植物は夏から秋にかけて花芽を形成する。

問７�　植物のストレス応答に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選び
なさい。 ７

①　低温にさらされたアブラナでは，ブラシノステロイドの合成量が減少する。
②　昆虫の食害を受けたトマトの葉では，ジャスモン酸の合成量が増加する。
③　家畜の踏みつけを受けた牧草では，エチレンの合成量が減少する。
④　乾燥条件にあるイチゴの葉では，サイトカイニンの合成量が増加する。
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問８�　次の図１－４は，弛緩している骨格筋のサルコメア（筋節）を模式的に示したものである。
図１－４中のＡ～Ｃのような断面になる範囲の長さは，骨格筋が収縮するときにどのように変
化するか。その変化に関する記述として最も適当なものを，下の①～④のうちから一つ選びな
さい。 ８

ミオシンフィラメント

サルコメア

A B C
アクチンフィラメント

図１－４

①　ＡとＢは短くなり，Ｃは長くなる。
②　ＡとＢは変化がなく，Ｃは短くなる。
③　ＢとＣは長くなり，Ａは短くなる。
④　ＢとＣは変化がなく，Ａは長くなる。



36

問９�　次の図１－５は，ある生態系における物質収支を模式的に示したものである。図１－５中の
Ｓ，Ｇ，Ｃ，Ｄ，Ｒ，Ｕで示される略号のうち，分解者に利用されるものの組合せとして最も
適当なものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。ただし，図１－５中および選択肢中に
おいて，Ｓは最初の現存量，Ｇは成長量，Ｃは被食量，Ｄは枯死・死滅量，Ｒは呼吸量，Ｕは
不消化排出量を示す略号である。 ９

�１ G１ C１ D１ R１

�２ G２ C２ D２R２ U２

�３ G３ D３ R３ U３

生産者

一次消費者

二次消費者

生産量
同化量

純生産量
総生産量

摂食量

図１－５

①　G1，G2，G3
②　R1，R2，R3
③　S1，S2，S3，C1，C2
④　D1，D2，D3，U2，U3
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問 10�　草本植物の植生にみられる生産構造や物質生産（光合成による有機物生産）に関する記述
として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 10

①　広葉型の草本と比較して，イネ科型の草本では植生の上層部だけで物質生産が行われる。
②�　広葉型の草本と比較して，イネ科型の草本では同化器官（葉）に対する非同化器官（茎）
の割合が低い。

③　イネ科型の草本と比較して，広葉型の草本では単位面積あたりの物質生産効率が高い。
④�　イネ科型の草本と比較して，広葉型の草本では植生の下層部でも効率的な物質生産を行う
ことができる。



一般選抜（前期日程）生物　解答

問題番号 解答

1 ④

2 ②

3 ①

4 ④

5 ②

6 ④

7 ②

8 ①

9 ④

10 ②


